
枚
方
議
会
４
面

０
２
０
１
０
４

藤
❶
藤
❷
井
❸
井
❹
井

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
は
、
国
の
総
合
経
済

対
策
に
伴
う
給
付
金
事
業
費

や
物
価
高
騰
へ
の
対
応
経
費

等
に
つ
い
て
増
額
補
正
を
行

う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
億
１
５
５
３
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
６
億
３

９
４
４
万
円
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
２
億
７
０
４
０
万

円
の
増
額
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
に
対
す
る
給
付
金
事
業

費
（
対
象
世
帯
当
た
り
８
万

５
０
０
０
円
の
給
付
）
…
４

億
５
４
０
２
万
円

▼
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
等

に
対
す
る
光
熱
費
等
支
援
事

業
費
（
社
会
福
祉
施
設
、
保

育
所
等
及
び
医
療
機
関
等
の

光
熱
費
の
支
援
）
…
４
億
５

１
２
２
万
円

債
務
負
担
行
為
の
補
正
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
禁
野
小
学
校
（
旧
中
宮
北

小
学
校
）
体
育
館
空
調
設
備

整
備
事
業
費
（
体
育
館
空
調

整
備
設
計
委
託
）
…
２
８
０

万
円一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）
は
、
国
の
総
合
経
済

対
策
の
追
加
策
に
伴
う
給
付

金
事
業
費
に
つ
い
て
増
額
補

正
を
行
う
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
８
９
６

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
補
正
内
容
は
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
３
億
４
８

９
６
万
円
の
増
額
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
給
付
金
事
業
費（
１８

歳
以
下
の
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円
の
給
付
）
…
３
億
４

８
９
６
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

今
回
の
改
正
は
、
市
街
化

区
域
と
外
観
上
差
異
の
な
い

土
地
利
用
が
さ
れ
て
い
る
市

街
化
調
整
区
域（
＊
１
）の
う

ち
、
法
で
規
定
す
る
地
区
計

画
を
定
め
た
区
域
に
つ
い
て
、

都
市
計
画
税
を
賦
課
す
る
も

の
で
す
。

課
税
対
象
区
域
の
選
定
等

条
例
改
正
の
経
緯
は

質
問

市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
至
る
経
緯
を
聞
く
。

答
弁

課
税
対
象
区
域
の
選

定
等
に
つ
い
て
庁
内
横
断
的

に
議
論
し
、
精
査
し
た
。
地

区
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、

府
か
ら
も
、
市
街
化
調
整
区

域（
＊
１
）の
う
ち
都
市
計
画

税
を
課
税
で
き
る
特
別
の
事

情
に
該
当
し
な
い
区
域
と
ま

で
は
言
え
な
い
と
示
さ
れ
て

お
り
、
課
税
対
象
と
し
た
。

要
望
等

同
税
を
負
担
す
る

地
権
者
に
対
す
る
確
実
な
事

前
周
知
等
を
要
望
す
る
。

下記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋め、
Ａ～Ｅを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。

市議会ホームページに掲載の応募フォーム（右下
コード）または、はがき、電子メール、ファクスに、郵便番
号、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答え、議会報の感想を
書いて市議会事務局（〒５７３－８６６６住所不要）へ。
２月２５日必着。１人１通。抽せんで１０人にクオ
カード（５００円分）をプレゼント！当選者の発
表は賞品の発送をもって代えさせていただきま
す。

応募方法

＊
１

市
街
化
調
整
区
域
…

都
市
計
画
法
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
都
市
計
画
の
一
つ
で
、

市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
区
域

の
こ
と
。こ
の
区
域
内
で
は
、

開
発
行
為
や
建
築
行
為
な
ど

が
許
可
制
度
に
よ
っ
て
制
限

さ
れ
る
。
反
対
に
、
市
街
化

を
促
進
す
る
区
域
を
、
市
街

化
区
域
と
い
う
。

応募はこちら

６
年
度
予
算
に
も

生
活
を
支
え
る
施
策
を

質
問

物
価
高
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
等
の
支
援
に
向

け
、
実
情
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
た
の
か
を
聞
く
。

答
弁

４
年
度
に
同
様
の
給

付
を
実
施
し
た
際
の
事
業
者

等
へ
の
聴
取
や
保
険
医
団
体

連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

に
よ
り
継
続
的
な
物
価
高
騰

が
経
営
悪
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
実
情
を
確
認
し
た
。

要
望
等

４
年
度
の
学
校
給

食
無
償
化
の
取
組
と
同
様
、

６
年
度
も
生
活
を
支
え
る
施

策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

国
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援

実

施

内

容

は

質
問

国
交
付
金
を
活
用
し

た
支
援
の
実
施
内
容
を
聞
く
。

答
弁

公
共
性
の
高
い
福
祉

施
設
等
に
１０
万
円
か
ら
５０
万

円
を
給
付
す
る
。
ま
た
、
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

に
は
６
年
１
月
末
に
８
万
５

０
０
０
円
を
、
低
所
得
者
の

子
育
て
世
帯
に
は
２
月
末
を

め
ど
に
対
象
児
童
１
人
当
た

り
５
万
円
を
給
付
す
る
。

要
望
等

同
施
設
等
へ
の
給

付
に
は
申
請
が
必
要
と
い
う

が
、
確
実
に
周
知
し
、
早
急

に
支
援
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

医
療
機
関
等
へ
の
支
援

迅
速
な
給
付
と
と
も
に

経
営
環
境
に
も
注
視
を

質
問

４
年
度
に
続
き
５
年

度
も
保
険
医
療
機
関
や
福
祉

施
設
等
の
光
熱
費
等
補
助
を

実
施
す
る
と
い
う
。
前
回
実

施
時
の
事
業
者
等
の
反
応
と

今
回
の
給
付
方
法
を
聞
く
。

答
弁

事
業
者
等
か
ら
は
、

状
況
改
善
の
一
助
と
な
っ
た

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

回
も
電
子
申
請
を
基
本
と
し

前
回
同
様
に
円
滑
な
給
付
に

向
け
申
請
受
付
等
を
進
め
る
。

要
望
等

迅
速
に
給
付
し
、

事
業
者
等
の
経
営
環
境
を
注

視
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

禁
野
小
学
校
体
育
館

空
調
設
備
の
整
備
理
由
と

新
校
舎
移
転
後
の
活
用
は

質
問

禁
野
小
学
校
以
外
の

体
育
館
空
調
整
備
が
進
む
中
、

８
年
度
に
新
校
舎
に
移
転
す

る
同
校
体
育
館
に
空
調
を
整

備
す
る
理
由
と
、８
年
度
以
降

の
同
体
育
館
の
活
用
を
聞
く
。

答
弁

熱
中
症
対
策
や
避
難

所
運
営
に
鑑
み
、
他
校
と
同

時
期
に
空
調
の
稼
働
が
必
要

と
判
断
し
た
。同
体
育
館
は
、

有
効
活
用
を
図
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

要
望
等

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

防
災
拠
点
等
と
し
て
の
活
用

を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

禁
野
小
学
校

新
校
舎
移
転
後
の
跡
地
利
用

行
政
機
能
集
約
化
の
視
点
を

質
問

禁
野
小
学
校
は
新
校

舎
へ
移
転
予
定
だ
が
、
跡
地

利
用
の
方
針
は
決
定
し
て
い

な
い
。
ど
の
よ
う
な
場
で
決

定
し
て
い
く
の
か
を
聞
く
。

答
弁

具
体
的
な
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
地
元
要
望
や
庁

内
の
活
用
意
向
を
踏
ま
え
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
委
員
会
で
決
定
し
、
方
針

案
を
作
成
す
る
。

要
望
等

地
元
要
望
や
行
政

機
能
集
約
化
等
の
視
点
も
踏

ま
え
、
行
政
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
利
用
を
要
望
す
る
。

意
見

給
付
金
給
付
に
つ
い

て
、
光
熱
費
や
食
費
等
の
物

価
高
騰
に
苦
し
む
対
象
世
帯

に
対
し
、
漏
れ
が
な
い
よ
う

周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
迅

速
で
確
実
な
支
給
を
要
望
す

る
。

①このクイズコーナーの名称は、「○○○○○○○○」
です。

⑦通年議会制の枚方市議会で、１年のスタートとして５
月に開かれる「○○○○議会」。

⑧物と物とを取り替えることを「物々○○○○」といい
ます。

⑩ふるさと納税とは、自分の選んだ自治体に「○○」を
行った場合に、○○額のうち２０００円を超える部分につ
いて所得税と住民税から原則として全額が控除される
制度です。

⑬本当かどうか、不正があるのではないかなどと疑いを
持つこと。

⑭全議員で構成される「○○○○○」では、議案等を審
議し、市議会の最終意思を決定します。

⑰「インフルエンザ○○○○」には、インフルエンザの
重症化を防ぐ効果があるとされています。

⑲市長等の行政側は、議会側の要求がなければ議会の会
しっ こう き かん ぎ じ

議に出席できない。これを「執行機関議事○○○○の
原則」という。

⑳室町時代の第３代将軍足利義満は、当時の中国の王朝
「〇〇」との貿易を進めました。

㉑議場で議員が座る席。または議員としての資格を「〇
〇〇」といいます。

㉒議会の円滑な運営と、能率的な議事の進行を図るため
に設置され、各議会期間等について協議を行う会議を
「議会○○○○委員会」といいます。

①枚方市議会の最高規範は「枚方市○○○○○○条例」で
す。

②枚方市議会では、通年議会制を導入しており、定例会の
回数を年１回とし、「○○期」を通年としています。

③木材、竹などを並べて結び合わせ、水に浮かべるものを
「○○○」といいます。

④○○王国の首都はバンコクで、国技はムエタイです。
⑤枚方市議会では、議員の自主的な調査、研究を行う機関
として、「全員○○○○会」、「委員○○○○会」を設置
しています。

⑥片目をまばたいて合図を送ること。
⑨江戸時代から枚方の地に伝わる「○○○素麺」。
⑪枚方市内には、国の史跡に指定された「古○○」として、
「牧野車塚古○○」と「禁野車塚古○○」の２つがあり
ます。

⑫善政を行う、優れた君主を「○○○○」といいます。
⑮神奈川県内で、横浜市に次いで２番目に人口が多い政令
指定都市は「○○○○市」です。

⑯議会の代表である「○○○○」は、議場の秩序保持や議
事の整理、議会事務の統理を行います。

⑱反対、反抗する意思などを表す表現を「○○○」といい
ます。

⑲枚方市議会では、会議の長により発言の取消しの申出が
許可されれば、その取消しとなった発言は、閲覧用の会
議録において「○○字」にします。

⑳殊さらに外観を飾ることを「〇〇を張る」といいます。

議
会
は
、
１
月
１２
日
に
災

害
対
策
連
絡
会
議
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、「
枚

方
市
議
会
に
お
け
る
災
害
発

生
時
対
応
要
領
」
に
基
づ
く

も
の
で
、
地
震
と
水
害
の
複

合
災
害
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
の
下
、
電
話
や
メ
ー
ル

等
を
活
用
し
議
員
の
安
否
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
議
会

内
に
災
害
対
策
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
被
災
状
況
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
会
議
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
行
動
や
今

後
の
訓
練
に
生
か
し
て
い
く

た
め
の
意
見
交
換
等
も
行
い

ま
し
た
（
写
真
右
）
。

議
会
は
、
１２
月
８
日
の
本
会
議
で
、
１
件
の
決
議
を
、
２２
日

の
本
会
議
で
、
３
件
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

可
決
し
た
決
議
（
要
旨
）

決
議
と
は
…
議
会
が
対
外
的
に
意
思
を
表
明
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
議
会
の
意
思
を
決
議
書
の
形
と
し
て
議

決
す
る
も
の
で
す
。

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
平
和
の
実
現
を
早
期

に
求
め
る
決
議

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
ガ
ザ
地
区
を
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
組

織
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
の
戦
闘
が
始
ま
り
、
２
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
双
方
の
応
酬
は
、
同
地
区
に
お
い
て
、
人
命

を
深
刻
な
危
機
的
状
況
に
さ
ら
す
と
と
も
に
、
市
街
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
我
が
国
を
含
む
先
進
７
か
国
の
Ｇ

７
外
相
会
合
は
、
「
テ
ロ
攻
撃
を
断
固
と
し
て
非
難
し
、
全
て

の
人
質
の
即
時
解
放
を
求
め
る
」
と
し
た
上
で
、
「
同
地
区
の

人
道
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、
戦
闘
の
人
道
的
休
止
と
人
道
回

廊
の
設
置
を
支
持
す
る
」
旨
の
緊
急
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
市
は
、
全
世
界
の
平
和
と
安
全
が
人
類
共
通
の
念
願
で
あ

る
と
す
る
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
た

び
の
紛
争
に
関
し
て
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
一

般
市
民
へ
の
攻
撃
と
非
人
道
的
行
為
は
正
当
化
で
き
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
こ
れ
以
上
人
道
危
機
が
悪
化
し
な

い
よ
う
、
国
際
法
に
基
づ
き
、
事
態
の
早
期
鎮
静
化
と
人
道
状

況
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
紛
争
を
終
結
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公

共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て

議
決
し
、国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

認
知
症
と
の
共
生
社
会
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書

政
府
は
、
予
算
措
置
も
含
め
、
行
政
の
体
制
を
一
層
強
化
さ

せ
、
一
刻
も
早
い
認
知
症
と
の
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
認
知
症
基
本
法
施
行
に
向
け
、
立
法
趣
旨
を
踏
ま
え
、
認

知
症
施
策
推
進
本
部
等
の
準
備
に
万
全
を
期
す
こ
と
。ま
た
、

認
知
症
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
解
消
す
る
た
め
、
省
庁
横

断
的
か
つ
総
合
的
な
取
組
の
推
進
に
総
力
を
挙
げ
る
こ
と
。

２
�
自
治
体
が
認
知
症
施
策
推
進
計
画
を
策
定
す
る
に
際
し
、

専
門
人
材
の
派
遣
な
ど
の
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
。ま
た
、

自
由
度
の
高
い
事
業
を
展
開
で
き
る
予
算
措
置
を
検
討
す
る

こ
と
。

３
�
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
取
組
を
、
総
合
的
か
つ
継

続
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
々
が
自
治
体

施
策
の
企
画
か
ら
評
価
ま
で
参
画
で
き
る
体
制
整
備
を
検
討

す
る
こ
と
。

４
�
認
知
症
の
方
々
の
就
労
を
支
え
る
体
制
整
備
を
進
め
て
相

談
体
制
を
充
実
し
、
本
人
の
状
態
に
応
じ
て
社
会
の
一
員
と

し
て
生
活
で
き
る
、
事
業
者
も
含
め
た
社
会
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
。

５
�
一
つ
の
事
業
所
で
、
継
続
的
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
見
守
り
体
制
の
整
備
も
含
め
て
拡
充
す
る
こ
と
。

６
�
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
安
全
、
安
心
に
生
活
が
で

き
る
社
会
環
境
の
構
築
に
向
け
、
成
年
後
見
制
度
や
身
元
保

証
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
課
題
の
整
理
、
検
討
を
進
め
る
こ

と
。

７
�
全
て
の
国
民
が
正
し
く
認
知
症
に
向
き
合
う
社
会
に
向
け

て
、
認
知
症
発
症
予
防
や
、
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
相
談

先
等
に
つ
い
て
、繰
り
返
し
学
べ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
に
お
け
る

職
員
の
処
遇
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
介
護
職
員
等
の
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
制

度
改
革
及
び
職
員
の
生
活
を
保
障
す
る
取
組
を
迅
速
に
推
進
す

る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
経

済
対
策
と
し
て
の
処
遇
改
善
支
援
事
業
を
早
期
に
実
行
す
る

こ
と
。
そ
の
上
で
、
２
０
２
４
年
度
の
同
時
報
酬
改
定
に
お

い
て
は
、
物
価
高
騰
、
賃
金
上
昇
等
を
踏
ま
え
、
処
遇
改
善

等
を
行
う
こ
と
。

２
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
緊
急
時
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
必
要
な
介
護
人
材
確
保
の
た
め
、
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

下
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
確
保
事
業
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
�
介
護
や
障
害
福
祉
を
支
え
る
職
員
は
、
専
門
職
と
し
て
、

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
人
材
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
営
住
宅
の
空
き
家
の
地
域
対
応
活
用
を
促
進
す
る
こ

と
。

〈
提
出
先
〉
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の
さ
ら
な

る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に
基
づ
き
、
食
品
ロ
ス
削

減
に
向
け
た
国
民
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
に
、
左
記
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
、啓
発
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、

食
品
ロ
ス
削
減
を
積
極
的
に
進
め
る
事
業
者
へ
の
評
価
や
支

援
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
や
事
業
者
の
食
品
ロ

ス
の
計
測
、
公
表
等
の
体
制
を
拡
充
し
食
品
ロ
ス
削
減
に
係

る
実
効
性
を
強
化
す
る
こ
と
。

２
�
使
用
量
に
合
わ
せ
た
小
分
け
包
装
や
、
賞
味
期
限
等
の
延

長
に
繋
が
る
容
器
等
の
改
善
、
外
食
産
業
に
お
け
る
食
べ
切

り
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

３
�
企
業
等
か
ら
子
ど
も
食
堂
等
へ
の
在
庫
食
品
の
寄
附
促
進

や
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
の
利
活
用
に
よ
っ
て
、
も
っ
た
い

な
い
と
お
裾
分
け
の
好
循
環
を
つ
く
り
、
国
民
運
動
と
し
て

の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

４
�
事
業
系
の
食
品
ロ
ス
を
削
減
し
、
子
ど
も
食
堂
等
へ
の
支

援
を
行
う
た
め
に
、
企
業
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
料
品
等

を
随
時
必
要
と
さ
れ
る
住
民
や
団
体
等
に
提
供
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
の
設
置
や
運
営
等
に
対
す
る
支
援
制
度
を

整
備
す
る
こ
と
。

５
�
食
に
関
わ
る
事
業
者
と
野
菜
等
の
生
産
者
の
連
携
を
促
す

と
と
も
に
、
出
荷
・
加
工
前
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
地
域
の
食

材
の
活
用
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
等
に
対
し
て
、
積
極
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
環
境
大
臣
、

消
費
者
庁
長
官
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

梅
の
花
が
咲
く
季
節
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
１２
月
定
例
月

議
会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
オ
カ

ー
ド
が
当
た
る
ク
イ
ズ
コ
ー

た
ん
き
ゅ
う

ナ
ー
「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」で
は
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
は
、
い
つ
も
よ
り
少

し
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

議
会
の
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
の
で
き
る
問
題
を

多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
の

上
、
御
応
募
い
た
だ
き
、
御

意
見
、
御
感
想
を
市
議
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
広
報
委
員
会
で

協
議
、
決
定
し
た
編
集
基
準
に

基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

藤
田

幸
久

副
委
員
長
…

八
尾

善
之

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
大
津
真
沙
樹
、

小
池

晶
子
、
峠

賢
一

枚
方
市
議
会
報
は
、
再
生
紙
（
古
紙
７０
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

まめ

ぎかい探Ｑ豆知識 ♦本市議会では、例年５月に開催する開会議会から、約１年間の会期にわたり定例会を開く。◆本市議会には全員協議会、委員協議会があり、議員が自主的な調査、研究を行っている。
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